
 

 

 

 

 

 

 

 

 第一部 中学生による優秀人権作文の表彰式・発表会 

 

 

 

 

                                 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主催】五島地域人権啓発活動ネットワーク協議会（五島市・五島人権擁護委員協議会・長崎地方法務局五島支局） 

【問い合わせ】五島市役所 市民課住民生活係 72-6144（直） 

何
度
も
、
ふ
た
り
で
死

の
う
と
思
っ
た
。
 

 

 

 

～「誰か」のこと じゃない。～ 

人権イメージキャラクター 

人 KENまもる君 

 

 

※入場無料 

場所 福江総合福祉保健センター（４階ホール） 

 

 

第一部 中学生による優秀人権作文の表彰式・発表会 

人権イメージキャラクター 

人 KENあゆみちゃん 

 

日時 １１月３０日（土） 

13時００分 ～ 15時３０分 

☆展示の部  市内中学生が作成した人権メッセージ色紙展 

           人権の花運動の成果品展 

            障害者就労支援事業所による作品展 

 

 

 

 

 

 

          

第２部映画上映 
「共に生きる 書家 金澤翔子」 
 

NHK大河ドラマ「平清盛」の題字を担

当するなど、天才書家と呼ばれるよ

うになった金澤翔子は、５歳から書

道を始め、彼女が書く“書”は数多

くの人々を魅了してきた。生まれて

すぐにダウン症と診断された彼女

に、母である泰子がどう向き合って

きたのか、どうやって彼女の才能を

開花させていったのか。数々の苦難

を乗り越え育まれた母娘の絆を描く

ドキュメンタリー映画です。 

【７９分】 

★「書かれた言葉の意味を理解でき

ない外国人の方にも、翔子さんの作

品のすごさは伝わる。親子の時間・

人生の積み重ねがこの書になるん

だ。」と、本作品の監督宮澤氏は語っ

ています。日頃から書に親しんでい

る方もそうでない方にも是非観てい

ただきたい作品です。 

長崎県教育映画等審査会【特別推薦】 

何度も、ふたりで 

    死のうと思った。 

   書き続けることで 

     親子でいられた。 
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